
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和７年１０月３１日（金） 午後７時 ～ 午後８時３０分頃 

会 場 武生東公民館 

出 席 議 員 川崎悟司 大久保恵子 題佛臣一 小玉俊一 桶谷耕一 土田信義 

参 加 者 ( 市 民 ) １３名 

司会（班長） 

議会報告者 

全体記録係 

司   会 ：川崎 悟司 

議 会 報 告 ：桶谷 耕一 

記   録 ：土田 信義 

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者）桶谷耕一 

Ｑ：物価高騰対策支援の事業について、県は医療関係やっているが、な

ぜ市は医療関係でなかったか。また、財源はどこから来ているのか。 

Ａ：財源は国である。越前市では、医療機関より介護や子育てを優先し

物価高騰対策の支援金を充てた。 

Ｑ：学校施設の冷暖房整備について、LED の設置を市で行った際、家久

農村婦人の家という全く使われてない施設から先に始めた。そういう

ことがないようにしてほしい。 

Ａ：住民にとって必要なところから設置する方向で進めていくようにお

願いしている。 

Ｑ：脱炭素社会の実現について、プールを使わないから設置するという

ことでよろしいか。武生東公民館をこの場所に移すときの条件がプー

ルを壊すというものだったが、実行されていない。それにもかかわら

ず教育委員会から、脱炭素化のためにプールにソーラーシステムを設

置するということを聞いた。過去の事例を無視している。 

Ａ：各地区のプールを活用することを進めているが、地元との協議の中

で最終的に決めるということになると思うので、ご理解をいただきた

いと思う。 

Ｑ：観光振興事業について、寿屋・SUKU 整備に向け、新たに建物を建

て、和紙に関わる業者の長期滞在を可能にするとのことだが、今立町

の時に、和紙の修行のために建てた建物がある。それはどうなってい

るか。 

Ａ：今立町の時代に建てた建物は現在もあり、和紙の新しい方が入って

くる際に使われている。今回整備しようとしているのは、技術者を育

てる施設ではなく、裕福層をターゲットにした観光施設である。今立

地区にこういった投資をしながら、観光客の誘致に努めたいという考

えである。 

（意見）こういう施設を建てるのであれば、和紙だけではなく、味真野

の打刃物のほうにも必要なのではないか。 

Ｑ：自転車活用推進計画について、これは道路をどのようにしていくつ

もりか。歩道を広げるにしても、基本的には自転車は車道を走るとい



うのが原則である。車道を狭めて、自転車を確保できるだけの余裕が

あるのか。 

Ａ：自転車だけ乗りましょうと言っても、歩道や道路の問題はある。議

会でも道路の問題は出た。そういったハード面に関しても、これから

議論をする中で整備を進めていかければならないと思っている。 

Ｑ：自転車活用推進計画を進めるにあたり、ヘルメットの問題をクリア

する必要があるのではないか。 

Ａ：ヘルメットについては、いろんな機会を捉えて、各集落や各種団

体、中学校、高校にもしっかり周知をしていきたいということは議論

している。自転車はヘルメット以外にも法的に網がかかってきたた

め、その法的なことについての根拠や決まりごとの変更についてもし

っかり市民に周知をしていきたいと考えている。 

【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行：大久保惠子 

記録：桶谷耕一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２班） 

進行：題佛臣一  

記録：土田信義  

 

 

 

 

 

Q：市でドーナツ化現象が進んでいるが、市がどう動いているのかチェックして

ほしい。建築住宅課からヒアリングがあったが、まだヒアリングをするような段

階なのかと唖然とした。東地区は地面と家の持ち主が違うことが多く、地主が

家主に土地を売ってくれないため、家主が他の地区に出て行ってしまい、結

果空き地だけ残っている。また、税金のこともあり、つぶれかかった家でも建

っているほうが税金が安くなるからと、空き家状態のものがある。危険な空き

家も多い。税制を見直してほしい。 

A：税制については国に動きがあるが、実施には至っていない。 

Q：空き家・空き地について、雑草の問題も発生している。 

A：雑草については、市に連絡してもらうと担当課から所有者に文書を送

る。文書を出すと効果があることが多い。 

Q：武生駅がハピラインになってから寂れる一方である。鯖江駅は売店等で活

性化している。武生駅もやってほしい。 

Ａ:武生駅は平和堂を早朝からオープンすることで対応している。 

（その他要望・意見等） 

・マスタープランに対してどう動いているのかチェックしてほしい。 

・日野川の河川敷をきちんと管理してほしい。 

・除雪について、市からトラックを貸し出すなどしてほしい。 

 

 

Ｑ：超高齢化しており、区長や民生委員のなり手もいない。 

Ａ：区長業務等の軽減が必要であると感じている。ゼロベースで見直すと

言っているが、まだ具体的になっていない。真剣に取り組んでいきたい。 

Ｑ：空き家問題が切実。火事が起きるのではないか、たまり場になるので

はないかと不安。 

Ａ：空き家については、地主と家主が違うという問題もある。問題視して

いかないといけないと強く感じている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

（３班） 

進行：小玉俊一 

記録：川崎悟司 

 

 

 

 

 

Ｑ：中心市街地活性化はどうなっているのか。具体的なプランはあるのか。 

Ａ：総社から武生駅までの道（シンボルロード）の整備は終わっており、

地域住民でも活性化に取り組んでほしいという状況になっている。 

（その他要望・意見等） 

・福祉や教育への支援に力を入れるのはいいが、恩恵を受けられるのが限

定的である。 

・新幹線駅ばかり注力している。街中にも力を入れてほしい。 

 

 

Ｑ：空き家対策について市にお願いしても一向に改善されない。 

Ａ：東地区特有の地主と家主が違うことが課題である。 

Ｑ：中心市街地の活性化はどうなっているのか。 

Ａ：財源がなく難しい状況である。 

（その他要望・意見等） 

・少子化と高齢化が進んでいる。定住を増やすことが課題。 

 

 

令和７年１２月１１日     

越前市議会 議長  様  

第２班  班長 川崎 悟司 


